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 第１章は、緒論であり、研究背景として POPs の特性と課題についてまとめ、本研究
の目的を述べている。 
 第２章では、PBDEs の大気環境中での挙動把握に向けて、環境省による 2009 年から
2012年までの全国約 40地点での大気中 PBDEsデータを対象に、統計解析を実施してい
る。大気中PBDE濃度の異性体組成は、BDE-209が 87～97%と大半を占め、次いでBDE-47
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 第３章では、PBDE の最大の大気発生源と目される、PBDE 含有製品ストックに着目
し、商用 PBDE製剤別（PentaBDEs、OctaBDEs、DecaBDE）の日本国内の需要統計と、
PBDE使用製品の寿命分布をもとに、使用中のストック量の推移を推計している。また、










nmに造粒した BioCATによる処理能力を評価している。PCP汚染模擬土壌 1 kgあたり




























２． PBDEsのマテリアルフロー分析について、1985年から 2013年までの PentaBDEs、
OctaBDEs、DecaBDE の国内需要量推移ならびに、最終製品の寿命関数を用いて、PBDEs
ストック量を推定した。2009年から 2012年にかけてのストック量はいずれも単調減少
しており、その減少速度は、PentaBDEs > OctaBDEs > DecaBDE の順であった。この結
果は、大気中濃度の減少速度と整合していた。また、DecaBDEが 2020年以降生産停止
となったケースと現状推移ケースとでの排出量を予測し、その削減効果を確認した。 
３． PCPの分解処理技術の開発について、0価鉄、パラジウム、微生物を平均 10 nm
に造粒した BioCATによる、PCP汚染土壌に対する PCP除去特性を明らかにした。BioCAT
は PCP を脱塩素化することをラボ実験により示し、中間生成物の測定によって脱塩素
化経路を推察した。 
 以上、本論文は、その知見は、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よっ
て、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 28年
8月 22日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期
課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14条第 2項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
 
 
 
 
 
